












































































































































































 纂心礎Un越  ダセまゆね うロぬおこ  ゑなぬヲ こ
 晦一陣 郷㈱顧弁穏.ゆ1『 バ、♂一訟b
 瞥、璃継鵯、鴻諜穿爺膨
.贈㌔渉概女
盛融
 2,か麟。翌《き
 罫嬉LUT26のγ遡C翻代謝経路と2,6のC翻Q代謝経路
騒g.2むT26のγ癩C猛分解
 第3章顧C鷺代謝産物による生育阻害効果
UT26のγ一HCH資
し、栄養培地に
のために各反応
がUT26の生育に
示さず、LinBに
2,5-DC琶QがUT
 一!06一
鍵
ですで
 .纏縫.
 『一『
“■■
露
盤響
も
低
濃
度
で
毒
性
を
示
す
こ
と
に
加
え
て
、
分
解
さ
れ
ず
に
反
応
系
中
に
残
 時
の
生
育
阻
害
の
主
た
る
原
因
物
質
は
2,シ
DCPで
あ
る
と
結
論
し
た
。
4
章
U
T
2
6
の
凝
C
蘇
蜜
化
に
必
要
な
A
賎
C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
鋤
配
Tn巫
04挿
入
変
異
株
UT953の
解
析
か
ら
、
UT26が
γ
一
RC}{を
単
一
炭
素
要
な
新
規
因
子
と
し
て
A
β
C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
遺
伝
子
伽
翫
勲
〉
を
同
し
た
。
1
∫
n
κ
L
M
N
は
A
B
C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
の
膜
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
未
知
の
ペ
リ
プ
ラ
ズ
ム
タ
ン
パ
ク
質
と
リ
ポ
タ
ン
パ
ク
質
を
そ
れ
ぞ
れ
コ
A
B
C
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
タ
ー
と
相
同
性
の
低
い
ユ
ニ
ー
ク
な
遺
伝
子
群
で
あ
っ
LinKLM層
は
uT26の
γ
一
}{cR代
謝
産
物
2,5-DcPに
対
す
る
耐
性
に
必
要
溶
剤
耐
性
や
疎
水
性
蛍
光
プ
ロ
ー
ブ
の
細
胞
膜
侵
入
抑
制
に
も
関
わ
る
こ
の
破
壊
株
は
γ
駁
CKを
野
生
株
よ
り
も
速
や
か
に
分
解
す
る
が
、
反
面
、
毒
る
こ
と
か
ら
(Fig.4)、
Ll簸
KLMNは
2,5-DcP耐
性
だ
け
で
な
く
、
γ
一
 い
る
と
考
え
ら
れ
た
。
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 軍
嬉
嬉
濁
丁
26と
伽
KL鍾
押
破
壊
株
の
γ
翻
C巖
分
解
量
と
2,5覇
CR産
生
量
の
比
較
ま
と
め
本
研
究
を
通
し
て
、
UT26の
γ
一
HCH代
謝
経
路
に
特
異
的
に
必
要
な
分
解
酵
 岬.
 論文審査結果の要旨
珍物go肋醗ノ
難exa楓orocyc
するグラム陰性
 らし憾の働きによりm説yiac磁
Y遭。}iのよう
伝子、(ii)基質
子の双方が重要
みならず、後
あ細胞として
 るq
本研究では、.
,いたY駁CH1分
謝に関わる遺伝
全貌が解明され
うに獲得して
得られた。次
について解析
蚤{CB代謝系の
とが開確に示さ
ランスポータ
水性物質の透過
難分解性の人
 に示された最初の例であり、当該
以上、本研究結
の研究とは閉
の特殊環境へ
出者が自立して
 り、遠藤諒氏提出の論文を博士
 一108一
